
キャッチフレーズ「学校大好き！ 輝くひとみいっぱい 栗原小学校」 

    栗原小学校のホームページで学校生活の様子がご覧いただけます。(スマホでも OK です。) 

【避難所の開設】 

６月２日（金）梅雨前線が台風２号によ

り活発となり、各地に線状降水帯が発生し、

関東も大雨となり越谷市をはじめとして県

内でも被害が出ました。市内の中学校では、

京都への修学旅行の帰路にあたり、新幹線

がストップし、車中泊を余儀なくされると

いう事態が起こりました。また、新座市内

にもエリアメールや防災無線が流れ、警戒

レベル３高齢者等避難が出され、栗原小学

校にも避難所が開設されることとなりまし

た。１８時過ぎに５名の避難所担当の市の

職員が来校し、避難所が開設されました。 

幸いにも市内には大きな被害もなく、本

校の避難所にも避難された方は１人もおり

ませんでした。担当の職員の方々は、一晩

中避難所を開設し、翌日の避難所閉鎖の指

示を受け避難所を閉じて帰られました。 

万が一に備え避難所開設をしてくださっ

た担当の職員の方々や避難所の様子を確認

しに来てくださった町会の方々など、多く

の方が地域を守るために動いてくださりま

した。ありがとうございました。 

 

【これまでの避難所開設で学んだこと】 
私自身は今回の避難所開設で、避難所

の経験は４回目でした。これまでの避難
所開設で学んだことは、避難所に用意さ
れている物資の数は十分でないこと、避
難者もお客さんではなく一緒に避難所
運営をしなければ避難所は成り立たな
いという２点です。 
４年前の台風の時、当時私が勤務して

いた川口市の小学校は高台にあったた
め、地域からの避難者はごくわずかでし
た。避難者の８割以上が学区外に住む
人々でした。４００人近くの避難者に対
して、避難所担当の市職員４名と教職員
５名で、面識のない避難者への対応とな
りました。台風での避難ですから、通り
過ぎればすぐに帰れるだろうと、何の準

備もない避難者が大半でした。毛布など
の物品も人数分避難所にはなく、どのよ
うに配布するか困っていました。そんな
ときに助けてくださったのが、地域から
避難していた方々と子どもたちでした。
「先生、何か手伝えることはありません
か？」「僕たちも手伝います。」この声が
あがると、面識のなかった避難者からも
一緒に物品やスペースの調整に声掛け
をしてくれる人があらわれました。この
おかげで、一晩の避難所でしたが無事に
乗り切れました。 
 栗原小学校を会場に１０月１日（日） 
に栗原町会合同の防災訓練が行われま
す。ぜひ、親子でご参加ください。 

 
【６年生修学旅行】 

６月２０日（火）・２１日（水）に、本校

の６年生が日光に修学旅行に行って参りま

した。天候にも恵まれました。バスの運転

手やガイドさん、宿の方、見学先の方、すれ

違う観光客にも気持ちの良い挨拶をしてい

ました。 

また、先を見越して行動し、楽しい時間

がたくさん作れるように、自分たちで考え

て行動していました。これからも６年生の

成長が楽しみです。 
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「地域の一人」 
校長  古澤  健史   
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